
 
 
 

 

「どんなお子さんに育ててほしいですか？」    校長  木村 典明 

今回は、私の専門である技術・家庭科（技術分野）に関連したお話をさせてくださ
い。 

技術というのは、社会と密接に関係しています。例えば、自動車を例にあげて考え
てみましょう。「カッコいいスポーツカーが欲しい！」という人が多ければ、自動車
産業はこぞって「デザインに優れていて速く走れる自動車」の開発に力を入れます。
同様にして「燃費のいいクルマがいいなぁ」という人が増えれば「わずかな燃料で長
距離を走れる自動車」の、「環境にやさしいクルマがいいなぁ」という人が増えれば
「公害の少ない自動車」の開発に力を入れるはずです。 

自動車の歴史の初期のころ蒸気自動車やガソリン自動車の他に、電気自動車があっ
たことをご存じでしょうか？実は、あのトーマス・エジソンも「これからの時代は電
気自動車だ」と考え、開発に取り組んでいたと言われています。でも当時の人たちは、
「力があってスピードが出て価格の安い自動車」を求めていました。ちょうど同じこ
ろ、のちに自動車王となるヘンリー・フォードが、ガソリン自動車を大量生産する技
術を開発します。そして時代は、一気にガソリン自動車へと流れていったのです。 

適切な技術を求める人が増えれば、適切な技術の発達が促されます。それは逆に、
不適切な技術を求める人が増えれば、不適切な技術が発達してしまうということで
す。ですから、私たちは、技術が生活や社会、環境に与える影響を正しく評価し、適
切に選択したり、管理したりすることのできる力を子どもたちに育み、今後ますます
高度化、システム化される技術の発達をよりよい方向へと向けることができる人を育
てなければいけないのです。 

さて、そういう意味では、学校も社会と密接に関係
していると言えるかもしれません。「学校にはこんな
子どもに育ててほしい」という保護者の方や地域のみ
なさんのニーズが時代時代によって変化をします。当
然、学校もそれに応えるために子どもに育成すべき資
質・能力は何かということを見直していく必要があり
ます。これからの学校は、保護者や地域のみなさんの
意向を反映して、安心して子どもを託すことができる
学校でなければなりません。保護者のみなさまが、お
子さまの教育についてどんなことをお考えになられて
いるのか、ぜひお聞かせいただければと思います。 
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学校教育目標 
 人との関わりを大切にします。(徳、公)  
 生きるための学びを大切にします。(知、開) 
 心と命を大切にします。(体、徳) 

 

知・・・生きてはたらく知 
徳・・・豊かな心 
体・・・健やかな体 
公・・・公共心と社会参画 
開・・・未来を開く志 
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◇Google Classroom へようこそ！ 
本校では、保護者のみなさんにお伝えすべき情報をメール配信やホームページへの

掲載の他に Google Classroom（以下 Classroom）にも掲載することがあります。また、

教科によっては、Classroom を授業で使用することがあり、その場合は、お子様の履

歴が残りますので、学習状況を確認することもできます。

時々Google Classroom をぜひ覗いてみていただければ、と思

います。Classroom は、Chromebook だけではなく、ご家庭で

利用されているパソコンやお手持ちのスマートフォンでも

ご覧いただけます。ご家庭に付与している Google アカウン

トでご覧ください。 

※ご利用の際は、ブラウザでご覧いただくか、アプリをインストールしてくだ

さい。 

 

◇情報社会の光と影 ―情報モラルを大切に― 
分散登校に伴い Chromebook を様々な場面で活用するようになり、今まで以上にイ

ンターネットを使った学習をする機会が増えました。インターネットは身近な人とは

もちろん、世界中の人とつながることができる便利なツールですが、一方では、使い

方を間違えると人を貶めたり傷つけたりすることができる恐ろしい凶器にもなりま

す。全国的にみると子どもが巻き込まれる事件も増加傾向にあり、ネット上のいじめ

などは、表面化していないトラブルも含めれば、相

当の数になると考えられます。子どもたちへの情報

モラル教育をしっかり行い、情報社会の光と影の部

分を知り、守るべきルールやマナーを理解させるこ

とが急務であると考えます。本校でも、折に触れ指

導してまいりますが、ご家庭でもぜひ話題にしてい

ただければと思います。 

 

○ リーフレット「学校と家庭で育む情報モラル」 

http://inw1.office.ycan/b/ky/content/0405johomoraru01.pdf 

○ 動画「学校と家庭で育む情報モラル」（youtube） 

https://www.youtube.com/watch?v=RwZinYPKSDQ 

（右の二次元コードからもアクセスできます） 
 



◇公開授業中止のお知らせ 
緊急事態宣言が解除されることになり、コロナの感染者数もここにきて減少傾向

となっています。感染状況も少し落ち着きを見せ始めたかなというところですが、

まだまだ今後の見通しが立つまでには至っていないというのが現状かと思います。

依然として医療機関が逼迫していることなども踏まえ、11 月６日（土）に予定し

ていた公開授業につきましては、実施を見合わせることといたしました。土曜日開

催ということもあり、多くの方が参加のご予定でいらしたことと思いますが、今般

の状況をご賢察いただきまして、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

【変更前の予定】 

  11 月６日（土）公開授業 

  11 月８日（月）振替休日 

【変更後の予定】 

  11 月６日（土）休業日 

  11 月８日（月）平常授業 

 
◇どれがいいかな？ ―令和３年度文歌祭 ポスターコンクール― 

現在本校では、令和３年度の文歌祭のポスター候補の作品を校舎内に展示し、子

どもたちの投票で優秀作品を決定しようとしているところです（投票はナント！ロ

イロノート・スクールでやっています）。 

10 月 14 日（木）に予定しておりました文歌祭は、

新型コロナウイルス感染症の影響で合唱の練習がで

きないため、10 月 21 日（木）に延期するとともに 

残念ながら

内容を変更

して実施す

ることにな

りました。候

補作品は、内

容変更前に

制作された

ため、合唱を

イメージし

た作品が多

くなってい



ます。どの作

品もたいへ

ん素晴らし

く、力作ぞろ

いですので

学校にお立

ち寄りの際

には、ぜひご

覧になって

いただけれ

ばと思いま

す。（昇降口

に掲示して

あります） 
 

◇10 月の主な予定 
１日（水） 

４日（月） 

５日（火） 

６日（水） 

８日（金） 

11日（月） 

18日（月） 

３年英検 分散登校最終日 

朝会 教育実習期間（～22 日） 

特別委員会 

３年進路説明会（保護者向け） 

生徒委員会 

個別支援学級区交流会（オンライン） 

委嘱式 

 19 日（火） 

20 日（水）

21 日（木） 

22 日（金） 

26 日（火） 

29 日（金） 

専門委員会 

特別委員会 

文歌祭 

生徒委員会 

３年進路面談（～29 日） 

２年職業講話 

 
 
 
 
 
 
 

次回の発行予定日は 11 月１日（月）です。 

 
お詫び 
  学校だより 10 月号は、１０月 1 日に発行予定でしたが、分散登校かつ英検実施日で３年生のみ
の登校であったため、発行を見合わせていただきました。 ご迷惑をおかけしましてたいへん申し訳
ございませんでした。なお、学校だよりは、今後も、基本的に月の最初の授業日に発行いたします。 


